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小型延縄漁具における魚類の釣針牙Ｉ摂餌

反応に関する実験的研究一Ⅲ

構造の異なる漁具による実験結果について＊

盛田友二C *＊

ExperimentalStudiesontheFeedingReactionofFishes
toEachHookintheSmallLong-lineGear-II

OntheResultsofExperimentsbythe
VariousConstructionGears

TomokazuMoRITA*＊

Ａｂｓｔｒａｃｔ

Onthefbedingreactionoffishestoeachhookinthesmalllong-line,someexperimentswereper-
fbrmedinthefishing-pondofSakurashimaaquarium・Ontheconstructionofmain-lineperone
basketoftheexperimentalgears,somegears（Ａ-1,Ｂ-1,Ｂ-2,Ｃ-1,Ｃ-2)werethestandardgearsof
equaldistancebetweenthebranchlinesonmain-line,others(Ａ-2,Ｂ-3,Ｂ-4,Ｂ-5,Ｃ-3)werethe
specialgearsoflongerbothendsbfmain-Iine･Thefbllowingresultswereobtainedbythose
experlments．

’）The企edingreactionoffishestoeachhookinthestandardgearswereaboutsimilartothe
resultsofthefbreperfbrmedexperimentsbyT・MoRITA7)(Report-I)．

２）ItwasconsideredthatthespecialgealBhadthebetter企edingreactionoffishestothehooks
inbothendsofthemain-linethanthestandardgea巧．

まえがき

マグロ延縄漁具の幹縄の水中形状については吉原（1951)')，盛田（1955)2)，柴田（1962)3）

らによって明らかにされ，通常静水中においてCatenary形状をなすと言われている．また，

盛田（1961)4,5）は延縄の幹縄形状が釣針別にマグロ類の摂餌反応を変え，釣針別漁獲差の原

因になると推論している．なお，盛田（1962)6）は釣針数の異なる延縄漁具による操業試験

の結果について報告している．更に,盛田（1964)7)は，小型の釣針５本付け漁具を用いた

魚類の釣針別摂餌反応の実験により，各魚種ともその摂餌反応が幹純中央部の深い釣針にな

るほど良好になると報告している．今回の実験では小型延縄漁具の構造を変え，漁具ごとに

釣針別摂餌反応を調べ，特に漁具の構造差による釣針別摂餌差について検討した．

＊

＊＊

実験漁具

この実験に用いた漁具は特に試作した小型な延細であり，その各１鉢分の構造はＴａｂｌｅｌ

本報は昭和40年１０月の日本水産学会秋季大会において発表した．

鹿児県大学水産学部漁具漁法学研究室（LaboratoryofFishingGearandTechnique,Facultyof
Fisheries,KagoshimaUnive応ity）
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およびFig.１に示すようなものである．なお，これらの延縄は，Ａ-1,Ｂ－１，Ｂ-2,Ｃ-1,

C－２のような幹細上の枝細間隔の等しい標準的な漁具とＡ－２，Ｂ－３，Ｂ-4,Ｂ－５，Ｃ－３のよう

に標準漁具の幹縄両端の枝縄を１～２本除去し，幹縄の両端を長く構成した特別な漁具とに

なる．また，Ｂ－２，Ｂ-4,Ｃ－２の各漁具における枝縄間隔と枝縄長はそれぞれＢ-1,Ｂ-3,

C－１漁具のそれらの約２倍に構成されている．更に，Ａ－３漁具は特にFig.lのように幹細

両端の枝細に沈錘を取り付けて各釣針が成るべく同深になるようにしたものである．

３－Hooksgear

４－Hooksgear

Ｗ：Ｗａｔｅｒｌｉｎｅ

Ｇ：Ｆｌｏａｔ

Ｆ：Ｆｌｏａｔｌｉｎｅ

Ｂ：Branchline

M：Ｍａｉｎｌｉｎｅ

Ｈ：Ｈｏｏｋ

Ｓ：Sinker

５－Hooksgear

Fig､１．FormsofvariousexperimentalgeaIMbronebasket。



Table2Resultsofexperimentonthe企edingreactionoffishes

toeachhookinthevarious3-hooksgea応．

8５盛田：小型延縄の釣針別摂餌反応の実験的研究一Ⅱ

TablelPartsdimensionsofvariouskindsofexperimentallong-line．
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Table4Resultsofexperimentonthe企edingreaetionoffishes
toeachhookinthevarious5-hooksgears．

これらの実験資料に基づいて，各漁具の釣針別摂餌率を幹細の短縮率別に算出し，各漁具

ごとに整理して表示するとTable２～４のようになる．また，各漁具における釣針別の摂餌
率を幹細の短縮率ごとに図示するとFig.２のようである．これらの図表に基づいて今回の実
験結果を検討すると次のようである．

実験詰果と考察

M1肺臓瀞に，叫川州小’

0伽澗謝謹淵瀬Ｉ
０１ｆ１Ｉ州耀溌’

この実験は桜島水族館付属の釣堀中において各種構造の延縄漁具を用いて実施した．各漁

具はそれぞれ３鉢分を連結し，幹純は各回とも所定の短縮率を保持するようにして投入した．
なお，供試魚は釣堀中に極めて自然な状態で棲息しているアジ＊を対象にした．

実験に当っては，３鉢の内中央の細鉢について釣針１本ごとにあらかじめ観測分担者を決
め，彼らに各釣針に対する摂餌回数を調べさせた．この摂餌回数は，供試魚のアジが釣針の

餌を自由に選び喰い付いて離れる動作を１回と数え，その動作が所定時間内に繰返えされた

回数である．また，この実験は延細の構造と各漁具の短縮率を種々 変えて行ない，同一の実
験は通常３，４回繰り返して実施したのである．

Total

実験方法
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盛田：小型延縄の釣針別摂餌反応の実験的研究一Ⅱ 8９

枝縄間隔と摂餌反応Ｂ-1,Ｂ-3,Ｃ－１の各漁具とＢ-2,Ｂ-4,Ｃ－２の各漁具との構造上

の相異は，Ｔａｂｌｅｌにおいて両漁具の枝細間隔，枝細長がそれぞれ１：２の関係になってい

るのに，実験の結果による釣針別摂餌率の状態は極めて類似している．なお，いずれの漁具

も中央部の釣針に対する摂餌率が大きく，幹縄の短縮の大きいほど高率となっており，第１

報で論じた結果とほぼ同様な傾向である．すなわち，延縄漁具は，各漁具の間に枝細間隔の

差異があっても，同一短縮率に基づきそれぞれの幹縄が同様なCatenary形状になれば，各

漁具間の釣針別摂餌反応の割合や変化傾向は余り変らないものと考えられる．

釣針３本付け漁具の実験この実験に用いた漁具の内，Ａ－１は標準漁具である．Ａ－２は釣

針４本付け標準漁具の４番の釣針を除いた漁具である．Ａ－３は３本の釣針をほぼ同深になる

ように工夫された延細である．これらの漁具の釣針別摂餌率は，いずれも２番の釣針が高率

になっているが，この釣針と１，３番の釣針との摂餌率の差はＡ-1漁具が特に大きく，Ａ－２，

Ａ－３の順に少なく，平均化している．すなわち，釣針３本付け漁具の摂餌反応は，Ａ-2,Ａ－３

の構造がＡ－１のそれより良好になるものと思う．また，Ａ－３漁具のように特別な方法で幹

縄を直線状にして各釣針の深度差を少なくすれば，その釣針別摂餌差は減少するものと考え

られる．

釣針４本付け漁具の実験実験漁具の内B-1,Ｂ－２は標準漁具であり，Ｂ－３，Ｂ－４は釣針５

本付け標準漁具の１番の釣針を除いた延縄であり，Ｂ－５は釣針６本付け標準漁具の１，６の

釣針を除いたものである．これらの漁具による釣針別摂餌率は，やはり中央部の釣針が高率

になっているが，これらの釣針と細端近くの釣針との摂餌率の差はＢ－１，Ｂ－２の各漁具が概

して大きく，Ｂ-3,Ｂ-4,Ｂ－５の各漁具の順に少なくなっている．すなわち，後者の３漁具

は構造上それぞれ摂餌反応が概して良好であると考えられる．特に，Ｂ－５漁具は，その釣

針別摂餌差の極めて少なく，平均化しており，このように延縄の幹縄両端を長く構成するこ

とはその延縄の各釣針に対する摂餌反応を良好にするものであると思考する．更に，Ｂ－３，

Ｂ－４の両漁具における釣針別摂餌率は，最深部３番の釣針が最も高率となっているが，同深

の２番と４番との釣針では必ずしも同率となっていない．このことについては，４番の釣針

が高率になっていることからして，供試魚が釣針の餌料相互間の関係において釣針に遭遇す

る確率の差異に原因するものと考える．

釣針５本付け漁具の実験実験漁具の内，Ｃ－１，Ｃ－２は標準漁具であり，Ｃ－３は釣針６本

付け標準漁具の６番の釣針１本を除いたものである．これらの漁具においても，釣針別摂餌

率は縄端から中央部の釣針になるに従って高率となり，このような摂餌率の変化傾向は，い

ずれの漁具においてもほぼ類似している．しかし，各漁具の釣針別摂餌率の差は，Ｃ－１，Ｃ－２

漁具よりもＣ－３漁具の方が概して小さくなっている．なお，この実験では，いずれの漁具

も幹縄両端の釣針の摂餌率が他の実験漁具のそれに比して概して減少している．ゆえに，こ

のような延細漁具では幹細両端の釣針１～２本を除くことが有効になるものと考えられる．

結 び

今回の実験結果において，延細漁具の釣針別摂餌差は，幹細上における枝縄間隔の長短に

は余り関係しなく，やはり，前報においても論じたようにその差は幹縄の短縮率などに基づ

く幹縄形状の要因が大であると考える．また，この幹細形状を何らかの方法で直線に近い状
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態に保持出来れば，その釣針別摂餌差は非常に減少するものと思われる．なお，釣針数の多

い延縄漁具では，幹細両端の釣針の摂餌率が極めて悪くなっている．ゆえに，これらの釣針

を１～２本除いた漁具は，実験的に延縄構造による性能上の効果が期待出来るものと考える．

すなわち，延縄漁具は，幹純両端の長さをその他の枝縄間の部分より長く構成し，且つ，そ

の幹細が出来るだけ直線状になるように投縄された場合に魚類の摂餌反応が良好になるもの

と思考する．しかして，実際の漁場において投縄された延細の幹純は通常自然懸垂形状をな

すものであるが，時にはその幹細が緊張し直線状になることもあり，このような場合には，

通常余り好漁が期待されないのであり，この事実は前説に反することになる．しかし，この

場合の幹縄の緊張は潮境，渦流，混合などの特殊な海況条件に起因するものと考えられ，こ

のような時には延縄の枝細は潮流に吹かれて幹縄に近接するなど極めて異常な細成り状態に

なるため釣獲不振になるものと思われる．ゆえに，このような場合異常な海況でなく，平穏

な漁場において幹細が直線状に近くなり，枝縄がほぼ垂下の状態になるならば，おそらく前

述のように各釣針に平均した漁獲が期待されるようになるものと思考する．

終りに臨み，この実験を行なうに当り多大な御協力を賜わった桜島水族館長の中原官太郎

氏及び田中隆久，妹尾敏夫の両君に深く感謝の意を表するものである．
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